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、
わ
れ
わ
れ
は
歴
史
と
伝
統
を
瑠
璃
し
、
胡
本
に
ふ
さ
わ

し
い
中
正
な
致
蔀
を
推
進
す
る
。

、
わ
れ
わ
れ
は
教
養
と
緑
綬
の
蘭
と
に
っ
と
め
、
藁
理
愛

の
滞
祁
と
と
も
に
、
明
る
く
紬
漸
な
激
語
を
研
修
す
る
。

、
あ
れ
わ
れ
は
個
人
の
自
主
離
艦
を
推
理
し
っ
つ
、
政
治

的
申
立
を
駿
卸
し
、
主
体
性
を
堅
持
す
る
。

田
中
卓
先
生
の
教
師
論

1
日
本
教
師
会
初
代
会
長
の
遺
訓
と
し
て
1

日
本
教
師
会
会
長
　
若
井
勲
夫

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
四
日
、
元
皇

撃
館
大
学
長
の
田
中
卓
先
生
が
九
十
五
歳

を
前
に
し
て
逝
去
さ
れ
た
。
強
靭
な
生
命

力
と
精
神
力
で
一
筋
の
道
を
貫
か
れ
た
生

涯
を
振
返
る
と
、
三
つ
の
活
動
の
面
が
見

ら
れ
る
。
そ
れ
は
歴
史
家
、
教
育
家
、
思

想
家
と
し
て
の
顔
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

全
力
投
球
し
、
秀
で
た
業
績
を
挙
げ
、
深

く
広
い
影
響
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は

教
育
家
に
絞
り
、
偲
び
草
だ
け
で
な
く
後

学
へ
の
指
針
と
な
る
先
生
の
教
育
・
教
師

の
在
り
方
に
関
す
る
考
え
を
祖
述
す
る
。

日
本
教
師
会
－
破
邪
よ
り
顕
正
を

昭
和
三
十
八
年
二
月
、
教
育
正
常
化
は

も
と
よ
り
、
我
が
国
の
歴
史
・
伝
統
に
ふ

さ
わ
し
い
教
育
の
推
進
を
目
指
し
て
日
本

教
師
会
が
結
成
さ
れ
、
先
生
は
初
代
会
長

に
就
任
さ
れ
た
（
三
十
九
歳
）
。
本
会
に

は
前
身
が
あ
り
、
同
三
十
四
年
十
一
月
、

日
本
教
育
協
議
会
が
発
足
し
、
先
生
は
指

導
委
員
長
を
務
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
が

発
展
的
に
職
能
・
研
修
団
体
と
し
て
飛
躍

を
期
し
た
の
で
あ
る
。
四
十
一
年
に
組
織

替
え
で
理
事
長
制
と
な
り
　
（
会
長
は
空

席
）
、
先
生
は
常
任
顧
問
に
就
か
れ
た
。

そ
の
後
、
四
十
五
年
六
月
に
会
長
に
再
任
、

五
十
五
年
五
月
　
（
五
十
六
歳
）
　
ま
で
、
前

後
十
五
年
余
り
重
職
を
担
わ
れ
た
。
そ
れ

も
本
務
の
皇
畢
館
大
学
教
授
と
し
て
教
育

研
究
の
傍
ら
、
会
の
統
括
、
執
筆
、
講
演

と
東
奔
西
走
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
先
生
の
挨
拶
や
講
演

の
中
か
ら
教
師
論
に
関
わ
る
重
要
な
論
点

を
取
上
げ
（
主
な
出
典
は
機
関
紙
「
日
本

の
教
育
」
）
、
要
約
整
理
し
て
示
す
。

教
師
は
文
化
職

・
教
師
に
は
三
つ
の
性
格
、
即
ち
勤
労
者
、

専
門
職
、
聖
職
が
あ
り
、
こ
の
聖
職
を
新

し
く
「
文
化
職
」
と
造
語
し
、
提
唱
す
る
。

教
師
は
裁
判
官
・
弁
護
士
・
医
師
と
専
門

職
と
し
て
は
似
て
い
る
が
、
本
質
に
お
い

て
異
な
る
。
こ
れ
ら
は
マ
イ
ナ
ス
面
の
出

来
事
の
発
生
に
対
処
す
る
立
場
で
、
い
わ

ば
受
身
の
仕
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
師

は
子
弟
を
対
象
と
し
、
能
動
的
、
恒
常
的
、

福
祉
的
で
あ
り
、
プ
ラ
ス
面
を
持
つ
。
教

職
は
人
間
が
教
養
と
し
て
求
め
る
知
識
の

付
与
、
心
身
の
錬
磨
、
人
格
の
形
成
を
目

指
し
て
、
文
化
の
建
設
に
関
わ
る
。

教
師
は
教
え
子
を
持
つ

・
教
師
は
子
供
を
教
え
て
い
る
。
世
に
多

く
の
団
体
が
あ
る
が
、
仲
間
や
同
志
を
つ

く
る
こ
と
が
中
心
で
あ
り
、
教
え
子
を
持

っ
て
い
な
い
。
我
々
は
教
え
子
を
持
つ
。

仮
に
十
年
経
て
ば
、
子
供
は
十
年
分
、
成

長
す
る
。
我
々
は
十
年
か
か
っ
て
教
育
す

る
の
で
あ
る
。
組
織
の
拡
大
は
な
か
な
か

難
し
い
。
そ
こ
で
、
同
志
の
獲
得
と
と
も

に
、
教
え
子
に
全
力
を
挙
げ
る
。
教
師
会

は
息
の
長
い
運
動
で
あ
り
、
教
育
は
も
と

も
と
そ
う
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

・
教
師
が
文
化
職
と
い
う
意
味
で
は
子
供

達
に
対
す
る
奉
仕
活
動
を
し
て
い
く
と
い

う
理
念
で
進
ん
で
い
て
、
「
使
命
」
と
い

う
考
え
方
は
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。

教
師
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
動

が
本
来
の
も
の
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
や

プ
ラ
ト
ン
や
孔
子
、
吉
田
松
陰
に
し
て
も
、

そ
う
い
う
面
が
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ

に
教
師
の
本
質
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
が
い
わ
ゆ
る
教
育
専
門
職
と
い
う

性
格
を
曖
昧
に
す
る
一
面
が
あ
る
と
と
も

に
、
ま
た
、
教
師
そ
の
も
の
の
価
値
を
よ

り
高
尚
た
ら
し
め
る
所
以
で
も
あ
る
。

・
教
師
の
決
意
は
教
育
に
対
す
る
愛
情
に

裏
付
け
ら
れ
、
ま
た
、
愛
情
に
貫
か
れ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
師
の
自
己
教
育
が
根
本

・
教
育
の
眼
目
は
人
間
と
し
て
い
か
に
生

き
、
い
か
に
歩
む
べ
き
か
と
い
う
人
間
の

道
、
道
徳
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
実
践

を
教
え
る
こ
と
に
あ
る
。
教
師
と
し
て
自

ら
求
め
、
教
師
た
る
の
道
、
教
師
道
を
明

ら
か
に
実
践
す
る
。
我
々
は
自
ら
の
道
、

自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
常
に
自
己
を
高

め
て
い
く
よ
り
ほ
か
に
な
い
。

・
教
師
の
在
り
方
は
教
師
自
ら
の
研
修
、

研
鎖
を
経
て
、
自
覚
さ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
学
び

取
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
教
師
は
ま
ず
自

ら
を
教
育
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
教
師
が
専
門
職
で
あ
る
こ
と
は
単
に
必

要
条
件
で
あ
て
、
こ
れ
に
甘
ん
じ
て
は
な

ら
な
い
。
教
師
は
知
識
と
授
業
法
の
専
門

家
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
師
表
と

し
て
の
人
格
、
見
識
、
愛
情
を
自
ら
滴
養

し
、
生
徒
・
学
生
を
育
成
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
こ
そ
が
教
育
の
原
点
で
あ
る
。

（補記〉
以
上
の
三
点
は
互
い
に
関
わ
り
合
っ
て
、

あ
る
べ
き
教
師
像
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

は
ま
た
私
ど
も
教
師
会
員
が
教
師
と
し
て

生
き
る
根
本
的
な
精
神
と
姿
勢
を
養
っ
て

き
た
。
教
師
は
自
ら
律
し
、
鍛
え
、
自
己

形
成
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
師
の

生
き
方
が
弟
子
に
反
映
し
、
影
響
し
て
い

く
。
師
は
弟
子
に
強
制
す
る
の
で
は
な
く
、

弟
子
の
生
き
方
を
助
け
て
、
導
き
、
開
い

て
い
き
、
そ
の
成
長
を
見
守
り
、
待
つ
の

で
あ
る
。
師
弟
は
共
に
道
を
学
び
、
求
め

る
同
学
、
同
友
と
い
え
る
。
先
生
は
こ
の

心
構
え
で
長
ら
く
若
者
に
向
い
、
門
下
生

は
今
も
そ
れ
ぞ
れ
学
界
、
教
育
界
、
神
社

界
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
）
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【時論】
皇
位
の
世
襲
は
可
能
か
ー
典
範
改
正

の
合
意
形
成
に
向
け
て
ー

所

　

　

功

明
け
て
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
に

は
、
四
月
三
十
日
限
り
で
今
上
陛
下
が
「
退

位
」
さ
れ
、
翌
日
か
ら
新
天
皇
が
「
即
位
」

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
皇
位
の
継
承
は
、
行
わ
れ

る
の
が
当
然
で
あ
り
、
今
後
も
続
い
て
い

く
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
現
行
の
法
制
を
改
正
し
な
け

れ
ば
、
皇
族
の
方
々
が
次
第
に
減
少
し
、
や

が
て
皇
位
を
継
承
し
う
る
有
資
格
者
が
不

在
と
な
る
恐
れ
も
少
な
く
な
い
。

そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
機
会
に
、
管
見
の
一
端
を
略
述

さ
せ
て
頂
こ
う
。

現
行
憲
法
の
定
め
る

象
徴
世
襲
の
天
皇
制
度

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
一
月
三

日
（
明
治
節
）
に
帝
国
憲
法
を
改
正
す
る
形

で
公
布
さ
れ
た
現
行
憲
法
は
、
多
く
の
問

題
を
内
包
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最

も
重
要
な
国
柄
を
表
す
第
一
章
は
、
旧
憲

法
と
同
じ
く
「
天
皇
」
で
あ
り
、
八
条
に
亘

り
天
皇
の
立
場
や
任
務
な
ど
を
規
定
し
て

いる。周
知
の
と
お
り
、
第
一
条
に
「
天
皇
は
日

本
国
の
象
徴
で
あ
り
、
日
本
国
民
の
統
合

の
象
徴
で
あ
っ
て
」
と
定
め
ら
れ
る
か
ら
、

〝
象
徴
天
皇
制
〟
と
称
さ
れ
る
。
し
か
し
、

続
け
て
「
こ
の
地
位
は
、
主
権
の
存
す
る
日

本
国
民
の
総
意
に
塞
く
」
と
し
な
が
ら
、
第

二
章
で
　
「
皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
で
あ
っ

て
、
国
会
の
議
決
し
た
皇
室
典
範
の
定
め

に
よ
り
、
こ
れ
を
継
承
す
る
」
と
し
て
い
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
象
徴
天
皇
の
地
位
は
、
時
々

の
世
論
に
よ
り
勝
手
に
選
び
出
す
の
で
は

な
い
。
過
去
・
現
在
・
未
来
に
通
底
す
る
「
日

本
国
民
の
総
意
」
　
（
い
わ
ゆ
る
一
般
意
志
）

と
し
て
「
皇
位
は
世
襲
の
も
の
」
と
確
定

し
、
具
体
的
な
継
承
方
法
な
ど
を
法
律
の

皇
室
典
範
で
規
定
す
る
〝
世
襲
天
皇
制
〟

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

皇
室
典
範
の
定
め
る

厳
し
い
三
つ
の
原
則

こ
の
皇
室
典
範
は
、
明
治
以
来
の
旧
典

範
を
十
分
に
検
討
す
る
余
裕
の
な
い
状
況

で
、
大
筋
そ
の
ま
ま
承
け
継
い
で
い
る
。
そ

れ
に
は
、
古
代
以
来
の
歴
史
を
ふ
ま
え
な

が
ら
、
近
代
的
な
立
憲
君
主
制
の
皇
室
に

必
要
と
考
え
ら
れ
た
厳
し
い
規
制
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
条
で
「
皇
位
は
、

皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、
継
承
す

る
」
と
定
め
る
。
確
か
に
皇
位
は
、
神
武
天

皇
以
来
の
血
統
（
皇
統
）
に
属
す
る
男
性
天

皇
（
女
帝
）
の
子
孫
（
男
系
）
皇
族
の
う
ち
、

ほ
と
ん
ど
皇
族
身
分
の
男
子
が
継
承
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
一
二
五
代
（
と
北
朝
五

代
）
　
の
う
ち
八
方
十
代
（
二
方
は
二
度
即

位
）
の
女
帝
が
お
ら
れ
、
各
々
に
相
応
の
治

績
を
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

ない。ま
た
第
九
条
で
「
天
皇
お
よ
び
皇
族
は
、

養
子
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
定
め

る
。
こ
れ
は
旧
典
範
の
制
定
当
時
、
急
増
し

た
宮
家
に
男
性
皇
族
が
多
数
お
ら
れ
た
か

ら
、
次
男
以
下
の
養
子
縁
組
に
よ
り
益
々

増
加
し
混
乱
す
る
傾
向
の
抑
制
措
置
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
長
ら
く
皇
位

も
宮
家
も
世
襲
で
き
た
の
は
、
継
嗣
が
な

け
れ
ば
他
家
の
皇
族
を
養
子
に
迎
え
、
諸

王
で
も
天
皇
の
養
子
（
猶
子
）
に
す
れ
ば
親

王
と
し
て
当
主
に
な
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
第
十
二
条
で
「
皇
族
女
子
」
は
皇

族
以
外
の
一
般
男
子
と
婚
姻
さ
れ
た
ら

「
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
」
と
定
め
る
。
こ

れ
も
明
治
以
降
、
終
戦
こ
ろ
ま
で
は
、
男
性

皇
族
が
多
数
お
ら
れ
た
か
ら
、
皇
族
女
子

の
結
婚
相
手
は
ほ
と
ん
ど
皇
族
身
分
の
男

性
で
あ
り
、
皇
籍
を
離
れ
ず
に
す
ん
だ
。
し

か
し
戦
後
は
、
G
H
Q
が
皇
室
財
産
を
凍

結
し
過
大
な
課
税
を
命
じ
た
の
で
、
や
む

な
く
直
宮
家
（
昭
和
天
皇
の
三
弟
と
家
族
）

以
外
、
皇
籍
離
脱
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

の
た
め
、
皇
族
女
子
は
一
般
男
子
と
結
婚

さ
れ
る
ほ
か
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
事
情

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

昭
和
天
皇
の
崩
御
と

今
上
陛
下
の
譲
位

も
う
一
つ
、
現
行
典
範
の
第
四
条
に
は

「
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
直
ち

に
即
位
す
る
」
と
定
め
る
。
こ
れ
も
旧
典
範

を
承
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
天
皇
は
、
終
身

在
位
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
天
皇
（
明
治
三
十
四
年
・

一
九
〇
一
生
ま
れ
）
は
、
父
君
が
病
弱
の
た

め
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
か
ら
五
年
間
、

皇
太
子
で
「
摂
政
」
　
の
大
任
を
委
ね
ら
れ

た
。
そ
し
て
満
二
十
五
歳
で
践
辞
さ
れ
、
戦

前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
し
て
辛
苦
を
重
ね
、

同
六
十
四
年
（
一
九
八
九
）
一
月
七
日
、
満

八
十
七
歳
八
ケ
月
余
で
崩
御
さ
れ
た
。
そ

の
直
後
に
践
辞
さ
れ
た
の
が
今
上
陛
下
で

あ
る
。
当
時
す
で
に
満
五
十
五
歳
に
し
て

皇
位
を
担
わ
れ
た
。
一
般
人
な
ら
ば
定
年

退
職
近
く
に
就
任
さ
れ
、
以
来
三
十
年
間
、

日
本
国
お
よ
び
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て

の
お
務
め
に
、
全
身
全
霊
を
尽
く
さ
れ
た

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
る
。と

は
い
え
、
七
十
歳
寸
前
で
前
立
腺
の

全
摘
手
術
を
さ
れ
、
ま
た
八
十
歳
近
く
で

心
臓
冠
動
脈
の
バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
ら

れ
た
。
そ
の
間
に
将
来
の
在
り
方
を
熟
慮

さ
れ
て
、
皇
極
天
皇
（
六
四
五
年
）
か
ら
光

格
天
皇
（
一
八
一
七
年
）
ま
で
六
十
例
近
く

あ
る
譲
位
の
歴
史
も
調
査
し
尽
く
さ
れ
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た
。
そ
の
上
で
、
象
徴
天
皇
と
し
て
の
務
め

（
責
任
と
役
割
）
　
を
元
気
な
う
ち
に
次
世

代
の
皇
嗣
（
皇
位
継
承
第
一
人
者
）
の
皇
太

子
へ
譲
る
ほ
か
な
い
と
決
心
さ
れ
、
既
に

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
そ
の
御
意
向

を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
承
け
て
、
政
府
も
国
会
も
慎
重

に
論
議
を
重
ね
、
よ
う
や
く
同
二
十
九
年

六
月
、
「
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典

範
特
例
法
」
が
、
衆
参
両
院
の
出
席
者
の
全

員
賛
成
に
よ
り
可
決
成
立
し
た
。
そ
れ
は

典
範
第
四
条
の
終
身
在
位
を
原
則
的
に
残

し
た
ま
ま
、
「
特
例
」
と
し
て
御
高
齢
に
よ

る
「
退
位
」
　
（
譲
位
）
を
可
能
に
し
た
も
の

で
、
そ
の
意
義
は
真
に
大
き
い
。

「
安
定
的
な
皇
位
継
承
」
を

可
能
に
す
る
智
恵

こ
の
「
皇
室
典
範
特
例
法
」
は
、
明
治
以

来
の
原
則
を
当
面
変
更
し
な
い
で
、
現
状

に
ふ
さ
わ
し
い
特
例
を
公
認
し
た
が
、
か

よ
う
な
現
実
的
改
革
を
他
の
条
項
に
つ
い

て
も
推
進
し
な
け
れ
ば
、
皇
位
の
世
襲
は

行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

し
か
し
幸
い
特
例
法
を
成
立
さ
せ
た
国

会
（
衆
参
両
院
）
で
、
次
の
よ
う
な
「
付
帯

決
議
」
を
加
え
て
い
る
。

一
、
政
府
は
、
安
定
的
は
皇
位
継
承
を
確
保

〈
鵡
讃
甘
露
鸞

醗
態
読
朝
欝
⑩

蓋
太
字
）

艶

報

欝

　

　

で

董

n
穏
し
く
e
d
遠
雷
－
　
　
8
し
く
　
憾
一
蓋
－
o
こ

東
久
還
暦
遷
－
東
久
邁
往
彦

難
題
」
羅
輔
弼

を
∴
紋
r
e
と
h
黄

彊
博
H
※
網

意
こ
繕
い
し
ん
9
7
　
”
婆
つ
ま
し
ひ
き
　
　
　
　
「

蹟
子
内
報
モ
ー
島
津
禎
欠

講
半
尭
讃

寛
仁
親
王

山
階
雷
）
晃
親
王
　
－
　
菊
店
主
　
－
　
山
聴
武
彦

（
欝

鳥
取
久
子
㈲

琵
頂
嘗
）
博
経
親
王

畿
艶
麗
饗
饗

き
た
L
e
罵
る
曾
　
蜂
蜜
葛
つ

北
白
川
雪
）
成
久
重
～
北
白
川
適
久

離
箋
－
竹
田
憧
蕊

（
欝

と

0

7

へ

や

’

ご

　

　

　

ー

あ

え

食

筋

ひ

る

近
衛
常
子
－
近
衛
忠
大

義
挙
－
繋

深
義
塾
の

熊
襲
輩
で
憲
）

警
こ
】
－
よ
き
う

網
子
女
王
（
1
時
登

す
る
た
め

の
諸
課
題
、

女
性
宮
家

の
創
設
等

に
つ
い
て
、

皇
族
方
（
特

に
未
婚
女

子
）
の
御
年

齢
か
ら
し

て
も
、
先
延

ば
し
す
る

こ
と
は
で

き
な
い
重

要
な
課
題

で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、

本
法
施
行

後
速
や
か

に
、
皇
族
方

の
事
情
等

も
踏
ま
え

て
、
全
体
と

し
て
整
合

性
が
取
れ
る
よ
う
検
討
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
速
や
か
に
国
会
に
報
告
す
る
こ

と。
二
、
一
の
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て

は
、
国
会
は
、
安
定
的
な
皇
位
継
承
を
確

保
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
立
法

府
の
総
意
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う

検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

※
三
　
（
新
元
号
の
施
行
時
期
へ
の
配
慮
）

こ
れ
は
重
要
な
決
議
で
あ
っ
て
、
政
府

も
国
会
も
本
年
五
月
以
降
、
す
み
や
か
に

「
安
定
的
な
皇
位
継
承
」
　
を
可
能
に
す
る

具
体
的
な
方
策
を
十
分
に
検
討
し
て
現
行

典
範
の
現
実
的
な
改
正
を
実
現
す
る
責
任

が
あ
る
。

こ
の
話
題
に
関
す
る
管
見
は
、
別
途
詳

述
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
前
提

と
し
て
必
要
な
こ
と
は
、
「
原
理
」
と
「
原

則
」
の
区
別
で
あ
る
。
原
理
は
宗
教
で
も
科

学
で
も
絶
対
的
な
も
の
で
例
外
を
認
め
な

い
。
し
か
し
、
原
則
は
慣
例
や
法
則
と
し
て

重
要
な
も
の
な
が
ら
、
時
代
や
状
況
の
変

化
に
よ
り
例
外
を
認
め
て
本
質
を
守
り
抜

く
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
私
は
現
行
典
範
の
「
男
系
男

子
」
限
定
を
原
則
と
し
て
例
外
も
認
め
る

男
子
優
先
と
し
、
皇
族
の
養
子
縁
組
も
皇

族
女
子
の
宮
家
養
子
も
特
例
と
し
て
容
認

す
る
よ
う
な
方
向
で
、
大
方
の
合
意
形
成

が
で
き
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
る
。

（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
・

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
研
究
主
幹
）
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道
徳
科
教
育
研
究
協
議
会

第
五
回
　
研
究
大
会
　
報
告

昨
年
十
一
月
二
十
五
日
（
日
）
、
伊
勢
市

皇
学
館
大
学
に
お
い
て
第
五
回
研
究
大
会

が
開
か
れ
た
。

同
会
は
皇
撃
館
大
学
渡
邁
毅
准
教
授

（
日
本
教
師
会
副
会
長
）
が
、
新
し
い
道

徳
科
に
つ
い
て
予
想
さ
れ
る
様
々
な
課
題

を
克
服
し
、
新
し
い
道
徳
教
育
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

本
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
道
徳
の
授

業
に
自
信
を
も
つ
た
め
に
は
」
と
し
、
合

わ
せ
て
「
子
供
に
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
た

め
に
は
ど
う
す
る
か
」
も
検
討
さ
れ
た
。

渡
遽
准
教
授
は
開
会
の
挨
拶
で
そ
の
趣

旨
を
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

本
年
度
か
ら
道
徳
科
の
授
業
が
先
行
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
教
員
免
許
の
取
得
に

二
単
位
し
か
当
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
若
い

先
生
方
か
ら
指
導
に
自
信
が
な
い
と
い
う

声
を
聞
く
。
ま
た
日
本
の
子
供
た
ち
の
自

尊
感
情
の

低
さ
も
依

然
と
問
題

に
な
っ
て

い
る
。
教

師
も
子
供

も
自
信
を

つ
け
る
た

め
に
、
ど

う
し
て
い

く
か
解
決
策
を
求
め
て
い
き
た
い
。

一
、
講
演
I
　
「
オ
ー
ル
1
の
落
ち
こ
ぼ
れ

が
教
師
に
な
る
ま
で
～
育
て
よ
う
子
供
の

自
信
」
講
師
　
作
家
・
元
高
校
教
師
　
宮

本
延
春
　
先
生

先
生
は
幼
い
時
に
養
子
に
出
さ
れ
、
家

庭
的
に
恵
ま
れ
な
い
な
か
小
中
学
校
と
勉

強
で
落
ち
こ
ぼ
れ
、
ひ
ど
い
イ
ジ
メ
に
も

あ
う
と
い
う
悲
惨
な
環
境
で
育
っ
た
。
高

校
受
験
は
あ
き
ら
め
大
工
見
習
い
と
な
る

が
、
養
父
母
と
も
病
死
し
て
天
涯
孤
独
の

身
と
な
る
。
二
〇
歳
を
過
ぎ
て
勉
強
の
必

要
性
を
感
じ
、
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
物
理

学
に
目
覚
め
定
時
制
高
校
に
入
学
。
猛
勉

強
の
末
に
二
七
歳
で
名
古
屋
大
学
理
学
部

物
理
学
科
に
入
学
。
同
大
学
大
学
院
を
出

て
高
校
教
師
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
変
な
体
験
を
語
り
な
が

ら
、
イ
ジ
メ
を
受
け
る
子
供
の
心
境
や
落

ち
こ
ぼ
れ
て
い
く
子
供
の
姿
を
説
明
し
、

親
や
教
師
に
ど
ん
な
配
慮
や
言
葉
か
け
が

欲
し
か
っ
た
か
を
述
べ
ら
れ
た
。
子
供
の

自
殺
な
ど
は
親
も
教
師
も
子
供
の
声
が
聴

け
な
か
っ
た
が
た
め
に
起
き
る
。
大
人
は

子
供
の
心
理
を
理
解
し
、
言
葉
を
受
け
止

め
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。

二
、
実
践
発
表
「
子
供
た
ち
に
自
信
を
つ

け
さ
せ
る
た
め
に
は
～
学
級
経
営
か
ら
」

発
表
者
　
伊
賀
市
立
府
中
小
学
校
教
諭

溝
口
哲
志
　
先
生

先
生
は
新
採
二
年
目
の
若
い
教
師
で
あ

る
が
、
学
級
崩
壊
を
し
た
学
級
を
ま
か
さ

れ
、
そ
れ
を
立
て
直
し
た
体
験
を
報
告
。

最
初
に
心
掛
け
た
の
は
規
律
を
持
た
せ

る
た
め
、
子
供
た
ち
に
話
合
わ
せ
て
　
「
三

年
生
十
の
掟
」
を
作
ら
せ
た
。
ま
た
朝
登

校
し
た
ら
、
自
分
の
気
持
ち
を
図
に
表
さ

せ
た
。
ま
た
自
分
が
一
日
を
ど
う
過
ご
す

か
イ
メ
ー
ジ
を
さ
せ
、
そ
れ
を
繰
り
返
す

こ
と
で
成
長
を
感
じ
さ
せ
た
。
さ
ら
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
カ
ー
ド
や
道
徳
カ
ー
ド
と
い
う

相
互
評
価
、
教
師
の
評
価
を
目
的
と
し
た

カ
ー
ド
を
使
い
、
日
常
の
児
童
の
言
動
を

誉
め
る
毎
日
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
。

先
生
の
そ
う
し
た
き
め
細
か
い
学
級
の
指

導
で
、
子
供
た
ち
は
徐
々
に
学
級
で
と
る

べ
き
態
度
、
言
葉
を
覚
え
、
集
団
と
し
て

も
ま
と
ま
り
あ
る
学
級
に
成
長
さ
せ
た
。

三
、
講
演
Ⅱ
「
『
先
生
が
楽
し
む
・
子
供
が

力
を
つ
け
る
』
道
徳
授
業
の
作
り
方
」

講
師
　
京
都
市
教
育
委
員
会
教
育
相
談

総
合
セ
ン
タ
ー
専
門
主
事
　
毛
利
豊
和

先
生道

徳
の
授
業
を
作
る
に
は
①
確
か
な
基

本
②
遊
び
心
③
簡
単
意
識
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
、
実
践
例
を
あ
げ
な
が
ら
説
明
を

さ
れ
た
。
道
徳
科
の
目
標
は
よ
り
よ
く
生

き
よ
う
と
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
に
は
道
徳
の
授
業
が
　
「
い
い
な
あ
」

と
感
激
で
き
る
こ
と
が
大
切
。
そ
う
思
う

こ
と
自
体
が
道
徳
的
な
価
値
に
「
自
我
関

与
」
　
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
継
続

に
よ
り
自
分
に
も
で
き
る
と
い
う
自
信
が

生
ま
れ
て
く
る
。

授
業
を
組
み
立
て
る
上
で
大
切
な
こ
と

は
、
中
心
発
問
を
的
確
に
用
意
す
る
こ
と

だ
が
、
教
材
の
な
か
に
含
ま
れ
る
気
付
か

せ
た
い
価
値
を
よ
み
と
る
こ
と
が
必
要
と

し
て
具
体
例
を
あ
げ
て
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
よ
い
補
助

教
材
に
な
る
こ
と
を
実
例
を
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
教
師
の
準
備
に
よ
り
、
毎
週
、

い
い
な
あ
と
道
徳
を
先
生
と
楽
し
む
こ
と

が
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
る
。

四
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
・
テ
ー
マ
　
「
子
供

に
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
は
」

登
壇
者
　
神
戸
親
和
女
子
大
学
准
教
授

松
本
麻
友
子
先
生
、
皇
寧
館
大
学
岸
川
政

之
先
生
、
皇
撃
館
大
学
准
教
授
佐
藤
武
尊

先
生
、
皇
学
館
大
学
現
代
日
本
社
会
学
部

一
年
の
加
藤
総
心
さ
ん

最
初
に
四
名
の
登
壇
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
テ
ー
マ
に
関
す
る
見
解
を
述
べ
、

後
に
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で

会
が
進
行
し
た
。

松
本
先
生
は
心
理
学
の
立
場
か
ら
、
真

の
自
尊
感
情
を
育
て
る
上
の
留
意
点
を
説

明
さ
れ
た
。
岸
川
先
生
は
「
高
校
生
レ
ス

ト
ラ
ン
」
　
の
実
践
者
で
高
校
生
を
街
作
り

に
参
加
さ
せ
る
発
想
を
、
活
動
の
実
際
は

加
藤
さ
ん
が
発
表
。
佐
藤
先
生
は
柔
道
の

指
導
を
通
じ
て
日
常
の
中
で
最
高
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
求
め
る
こ
と
が
大
切
と
し

て
成
功
体
験
の
重
要
性
を
述
べ
ら
れ
た
。

会
場
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
大

会
は
予
定
時
間
を
超
え
て
閉
会
し
た
。
H


